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九州大学農学部福岡演習林の変形菌(1)*

原紺 勇一**・ 李 玉***・ 大 賀 祥 治****

抄 録

九州大学農学部福岡演習林の照葉樹林において,2004年7月 から11月 に かけて広葉樹 と

スギ の腐朽木 に発生する変形菌類の生態 を調査 した.そ の結

果,321個 の コロニーが確認 され,6目17属47種 に分類 された.

樹 種に対す る選択性では,(ア ミホ コリ)で スギを選択す る傾向が推

測 された.発 生の季節性に関しては,夏 にはムラサキホコ リ目 秋には

ケホコ リ目 の割合がそれぞれ高 くなった.木 材 の腐朽度 との関連では,

や(シ ロウツボホコリ)は 腐朽が進んだ木材に選択性 を持つが,

(アオモジホコリ)(シ ロモジホコリ)な どは腐朽が進ん

でいない木材に選択性 を持っていた.こ れ らのことか ら,腐 朽木上に確認 される変形菌類

には,木 材の種類 と腐朽程度,お よび季節に依存 した発生傾向があることが示 された.

キーワー ド:木 材の変形菌,照 葉樹林,樹 種,季 節性,腐 朽段階
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1.は じめ に

福岡県における変形菌類の記録に関 しては,こ れまでに 「THEMYXOMYCETES

OFJAPAN」(Emoto,1977)に12種 の報告がなされているが,継 続的かつ組織的に報

告されたものはみ られない.そ こで,福 岡県の変形菌類相の一端 ならびに,九 州北部の

内陸部に発達する照葉樹林において変形菌類がどのような発生動態を示すのかを明らかに

する目的で,九 州大学福岡演習林(福 岡県糟屋郡篠栗町お よび久山町)内 の常緑広葉樹を

主要な構成要素 とする森林で,腐 朽木に発生す る変形菌類の生態を調査 した.

2.手 法

2.1.調 査 地 の概 要

調査 は,九 州大 学福 岡演習林(図1)の 海 抜371m付 近 の照葉樹 林(14・15林 班)に あ

る3つ の谷 で行 った.3つ の谷 の うち,2つ は15林 班 内 にあ り,こ の うち一方 の谷 に はス

ギ(CryhptomeriαJ'αponicα)の 植 林地 も含 まれ てい る.ま た,他 の1つ は14林 班 に含 ま

れ る.こ れ らの 谷 の 主 要 な 樹 種 は,ア カ ガ シ(Quercusαcutα),ウ ラ ジ ロガ シ(Q.

SαliCinα),カ ゴ ノキ(Litseαcitriodorα)な どの 常緑広葉 樹 で,調 査 地の一 部は比較 的高

齢(118年 生)の 照葉樹 林 と して学術 参考保護 林に も指 定 され てい る.こ の地域(福 岡市;

33'34.9"N.130'22.5"W.alt3m;1971～2000年)の 年 間降水 量 は1632Ⅲ で,年 平 均気

温 は16.6℃,月 平均最 高気温31.6℃(8月),月 平 均最 低気温3.2℃(1月)で,気 候 区

と しては暖温帯 に相 当す る.ま た,3つ の谷 ともに,土 壌 は古生層 に属す る地 質で ある.

Fig. 1 Location of study sites

図一1調 査地点



2.2.調 査 期 間 と気候

調 査 は,2004年7A20日(夏),同 年8月29日(晩 夏),同 年9,月29日(初 秋),同 年11

.月1日(秋)の ほぼ1ヶ 月 間隔で4度 にわた り行 った.一 般 に,変 形菌の発生 は梅 雨明 け

か ら秋 にか けて盛 んにな る とされ る.調 査期 間 は,こ の発生 ピー クの大半の時期 に相 当す

るもの とな った.

この間(7月1日 ～10.月31日)の 気象 条件(alt75m)は,図2の 様 な変動 を示 した.

Fig. 2 Climate during the period of the invastigation

図2調 査期間の気象

2.3.調 査の方法

4回 の調査では,毎 回ほぼ同 じルー トをとった.ル ー ト上の腐朽木に発生する変形菌類

を目視で探索 し,子 実体の発生が認められた場合,腐 朽木の種類(広 葉樹 ・スギ)と コロ

ニーの面積(長 径×短径)を 記録 した.腐 朽木上に子実体が散在する場合,そ の間隔が30

cⅢ以内ならば同一の変形体か ら形成 されたものと見なし,ひ とつのコロニーとしてそれぞ

れの面積を合算 した.ま た,子 実体が確認 された箇所をその種の生育場所とみなし,発 生

部位の腐朽度を土井式土壌硬度計で記録 した.な お,調 査対象 とする腐朽木は直径100㎜

を下限とした,こ れは,土 壌硬度計を用いた腐朽度の測定を発案 した高橋の方法(高 橋,

1999)を 参考にしたもので,土 壌硬度計の可動部の移動距離が最大40㎜ であることから

設定 した.

コロニーの一部は標本として研究室に持ち帰 り,生 物顕微鏡で子実体の内部構造を確認

し,種 を決定 した.種 の同定は,「 図説 日本の変形菌」(山 本,1999)に 従い,一 部に最

新の知見も採用 した.こ れ らの は標本庫に保管している.



2、4.調 査腐朽木の内訳

調査方法から,観 察 した腐朽木はすべての調査を通じてほぼ同一のものと見なせる.そ

こで,ル ー ト上の直径100㎜ 以上の腐朽木を広葉樹 とスギとに分けて直径 とともに記録 し

た.調 査対象 となる腐朽木 の数は,147本 に上 り,そ の内訳は,広 葉樹の腐朽木が128本

(約87%)で,ス ギの腐朽木が19本(約13%)で あった.図3で は,調 査対象 とした147本

の腐朽木を種類別に直径 ごとに分け,そ の本数を示 した.広 葉樹の腐朽木では,直 径が

800㎜ 程の大きなものも見られたが,約77%が 直径300Ⅲ 以下のものであった.ス ギ腐朽

木でも,直 径200㎜ 以下の比較的小径ものが約95%を 占めた.

Fig. 3 Examined decayingwoods.

図3調 査対象 とした腐朽木

3.結 果 と考 察

4回 の調査で,321個 の コロニーが確認 され,こ れ らか ら6目9科17属47種(亜 種 ・品

種を含む)が 分類 された.な お,変 形菌類は,胞 子 を子実体の表面に生 じるツノホコリ目

子実体の発生が変形膜下性であるハ リホコリ目

コホコリ目 ・ケホ コリ目 ・モジホコリ目 子実

体の発生が変形膜上性であるムラサキホコリ目 の6目 より構成される.

表1は,確 認 された47種 を目ごとに配列 し,各 調査回でのコロニー数とコロニー総面積を

材の種類別に示 したものである.

 (Ceratiomyxales)  ,

(Liceales) (Trichiales)

(Stemonitales)

(Echinosteliales) •

(Physarales) ,



表1月 別の発生状況

Tablel Occurrenence by the month

C  : Ceratiomyxales E : Echinesteliales L : Liceales T : Trichiales P : Physarales S : Stemonitales

Ceratiomvxa fruticulosa 
Ceratiomyxa fruticulosa v. decendens 

Ceratiomvxa fruticulosa v. porioides  

Clastoderma debarsanumn 
Cribraria aurantiaca 

Cribraria cancellata  
Cribraria cancellata v. fusca  

Cribraria intricata v. dictvdioides  

Cribraria microcarpa 
Cribraria tenella  

Lvcogala epidendrum  
Lvcogala epidendrum v. tessellatum  

Tubifera dimorphotiaca  

Arcxria affinis  
A rcvria cinerea 

Arevria denudata 
A rcvria obuerata  

A rcvria virescens 

Hemitrichia clauata v. calvculata  
Hemitrichia serpula  

Perichaena depressa 
Trichia botrvtis  

Trichia fauoginia v. persimilis  

Diachea leucopodia  
Diderma aurantiacum  

Fuligo candida  
Phvsarella obolonga  

Phvsarum flauiconum  

Physarum globriferum  
Phvsarum leucophaeum  

Physarum melleum  
Phvsarum nucleatum 

Phvsarum nutans  

Physarum subnutans 
Phvsarum uiride  

Lamproderma arcyrionema 
Lamproderma columbinum 

Stemonitis axifera  

Stemonitis axifera v. smithii  
Stemonitis fusca  

Stemonitis pallida  

Stemonitis pallida v. rubescens  
Stemonitis splendens  

Stemonitis virginiensis  

Stemonitopsis hyperopta  
Stemonitopsis typhina  

Stemonitopsis typhina v. similis

ツ ノホ コ リ

エダナシツノホコリ

タマツ ノホ コリ

クビナ ガホ コ リ

ダイダイア ミホコリ

クモ ノスホ コリ

サラクモノスホコリ

サラナシアミホコリ

アシナガアミホコリ

ア ミホ コ リ

マ メホ コ リ

モザイクマメホコリ

コモ チ クダホ コ リ

クロエ ウツボホコリ

シ ロ ウツボホ コ リ

ウツボホ コ リ

キ ウツボ ホコ リ

ミドリウツボホコリ

ホソエ ノヌカホコリ

ヘ ビヌカ ホコ リ

オシアイヒモホコリ

ケホ コ リ

トゲケホ コ リ

ジ クホ コ リ

ダイ ダイホネホコリ

シ ロスス ホコ リ

チ ョウチ ンホ コ リ

キ カ ミモ ジホ コ リ

シロジクモジホコリ

ニセ シロモジホコリ

シロジクキモジホコリ

タマモチモジホコリ

シ ロモ ジホ コ リ

ニタリシロモジホコリ

アオモ ジホ コ リ

ツヤエ リホ コ リ

ル リホ コリ

サビムラサキホコリ

スミスムラサキホコリ

ム ラサ キホ コ リ

イリマメムラサキホコリ

アカイリマメムラサキホコリ

オオムラサキホコ リ

バージニアムラサキホコリ

コム ラサ キホ コリ

ダテコムラサキホコリ

ハダカコムラサキホコリ



3.1.木 材の種類に対する選択性

変形菌には,発 生基物に対 してある程度または絶対的な選択性を有す るものがまれでは

なく,腐 朽木に発生する変形菌には,被 子植物(広 葉樹)を 好むものと裸子植物(針 葉樹)

を好むものがあるとされる(山 本,2003).

表2で は,広 葉樹の腐朽木への発生量と裸子植物であるスギの腐朽木への発生量を,種

ごとに示 した.確 認された47種 の うち,広 葉樹とスギの両方に発生したのは11種 であった.

また,広 葉樹のみ,ス ギのみに確認できたのは,そ れぞれ30種,6種 であった.

表2木 材の種類ごとの発生量

Table 2 Occurrence mass by the kind of wood

C:Ceratiomyxales E:Echinosteliales L:Liceales 
 T:Trichiales P:Physarales S:Stemonitales

Ceratiomyxa fruticulosa v. porioides  
Ceratiomyxa fruticulosa  
Cribraria intricata v. dictydioides  
Cribraria tenella  
Lycogala epidendrum  
Arcyria cinerea  
A rcyria denudata  
Arcyria obverata  

Hemitrichia clavata v. calyculata  
Stemonitopsis hyperopta  
Stemonitopsis typhina  
Ceratiomyxa fruticulosa v. decendens  
Clastoderma debaryanumn  
Cribraria cancellata  
Cribraria microcarpa  
Lycogala epidendrum v. tessellatum  
Tubifera dimorphotiaca  
Arcyria of finis  

Arcyria uirescens  
Hemitrichia serpula  
Perichaena depressa  
Trichia favoginia v. persimilis  
Diachea leucopodia  
Diderma aurantiacum  
Fulido candida  
Physarella obolonga  

Physarum flaviconum  
Physarum Riobriferum  
Physarum leucophaeum  
Physarum melleum  
Physarum nucleatum  
Physarum nutans  
Physarum viride  
Stemonitis axifera  

Stemonitis axifera v. smithii  
Stemonitis fusca  
Stemonitis pallida  
Stemonitis pallida v. rubescens  
Stemonitis splendens  
Stemonitis virginiensis  
Stemonitopsis typhina v. similis  
Cribraria aurantiaca  

Cribraria cancellata v. fusca  
Trichia botrytis  
Physarum subnutans  
Lamproderma arcyrionerna  
Lamoroderrna columbinum



調査対象 となった腐朽木の内訳は,広 葉樹の腐朽木が約87%,ス ギの腐朽木が約13%で

あった.こ のよ うにスギのデータが相対的に少なかったため,ほ とんどの種で材の種類に

対す る選択性 を判定する ことは困難であった.し か し,両 者に共通 した11種 の うち,

(アミホコリ)で は,ス ギのコロニー数は3個 であったが,コ ロニー平

均面積 は約42c㎡(総 面積137c㎡)も あり,広 葉樹の平均面積12c㎡との比較から,ス ギに対

して高い選択性 をもつことが推測 され た.ま た,針 葉樹に高い選択性を持つ とされ る

(ル リホコ リ)は,ス ギのみか ら確認 された。 このよ うに,

木材の種類に対する選択性 を示す種 も見いだされた.

3.2.発 生状況の変動

表1か ら,変 形菌の発生が,夏 季に盛んであったことが確認できる.し たがって,九 州

北部でも,こ の時期に水分や気温が変形菌発生に好適な状態であることが推測 される.

表3で は,広 葉樹(a～c)お よびスギ(d～f)の それぞれで,種 数 とコロニー数お

よび コロニー総面積について調査回ごとに記録 された目別の数値を示 した.ま た,図4は,

表3a～cの それぞれを割合で示 したものである.国 内の照葉樹林を対象 とした経時的な

調査は,高 知県のシイ林で行われたもの(高 橋,2002a)が ある.し か し,そ の他には,

ほとんど行われてこなかったため,我 が国における照葉樹林の変形菌発生における広域的

な季節依存性の変動パターンは提案 されていない.そ こで,比 較対象 として宮崎県西諸県

郡高原町御池周辺の照葉樹林で2000年7月20日(夏 季)と11月9日(秋 季)に,原 紺 らが

行った調査結果 を表3a～cお よび図3に 加えた.こ れによ り,

九州全域を対象として,内 陸部に発達する照葉樹林における目ごとにみた変形菌発生の季

節性が推測 されるもの と思われる.な お,御 池周辺の照葉樹林は,イ チイガシ(Q.gilvα),

ウラジロガシお よびタブノキ を中心 とした林分で,南 九州内陸

部のカシが優 占種 となる代表的な照葉樹林である.

図4aは,広 葉樹における種数の割合の変化を示 したものである.ツ ノホコ リ目(C)

は,夏 か ら初秋の7月 ～9月 の調査で確認 されたが,11月 の秋の調査では確認 されなかっ

た.ま た,ム ラサキホコリ目(S)で は,7月 ～8月 の夏季には多様な種類が発生 して高

い割合となったが,秋 にはその割合が著 しく減少 した.一 方,ケ ホコリ目(T)で は,秋

の調査で50%を 超 え,秋 の変形菌相の主要な要素 となることが確認 された.以 上の傾向は,

御池の夏季 と秋季の比較か らも示 される.

図4bは,広 葉樹におけるコロニー数の割合の変化 を示 したものである.ケ ホ コリ目

(T)で は,種 数の変動 と同様 に,秋 の調査で割合が増加 したことがわかる.こ の傾向は,

御池でも顕著に見いだせ る.モ ジホコリ目(P)は,初 秋 に50%程 度を占めた.ム ラサキ

ホコリ目(S)で は,夏 に高い割合を占めたが,秋 に著しく減少 した.

図4cは,広 葉樹におけるコロニー総面積の割合の変化を示 したものである.変 形菌の

変形体は,細 菌類などを捕食 して成長する.こ の時,成 長に好適な環境が整っていれば変

形体はより大きくなる.そ の後,変 形体を多数に分割 して子実体が生 じる.そ のため,子

実体か らなるコロニーの面積は,変 形体の大きさを反映し,好 適な環境 下で発生 したかど

うかの 目安 となる.ツ ノホコリ目(C)で は,初 秋に全体の70%近 い割合 となった.コ ホ

コリ目(L)は,初 秋に高い割合を示 した.モ ジホコリ目(P)は,夏 に著 しく大きな割

Cribraria  tenella

Lamproderma columbinum

(Harakon et al.. 2002)

(Machilus thunberigii)



合 とな った.ム ラサ キホ コ リ目(S)で は,夏 季 には高い割 合 を示 すが,秋 には著 しく低

下 した.ケ ホ コ リ目(T)で は,秋 の割合 が著 しく高 くなった.ム ラサ キホ コ リ目(S)

a  : number of species
a:種 数

b  : the number of colonies
b:コ ロ ニ ー 数

とケホコリ目(T)の

傾向に関 しては,御 池

の結果からも示される.

以上の ことから,九

州地方の照葉樹林で広

葉樹 の腐朽木に発生す

る変形菌相 に関 して,

夏季 にはムラサキホコ

リ目が主要な構成要素

とな り,秋 季にはケホ

コ リ目に入れ替わ ると

い う,目 ごとの季節的

な変動があることが示

された.同 様の傾向は,

高知県のシイ林での調

査でも指摘 されている

ので,西 日本の照葉樹

林で広 く認 められ るも

のとして一般化で きる

かもしれない.
一方
,ス ギ腐朽木 で

は,表3d～fか ら,

夏季の発生が顕著であ

ることはわかるが,他

の調査回では発生があ

ま り確認できず,目 ご

との発生傾向は推測 で

きなかった.

c : colony area
c:コ ロ ニ ー 面 積

Fig. 4 Rate of each order on each investigation.

図4調 査回ごとにみた各 目の割合

C : Ceratiomyxales E : Echinosteliales L  : Liceales T : Trichiales 

P : Physarales S : Stemonitales



表3木 材の種類 ごとの目別の発生量

Table 3 The occurrence mass of each order by the kind of wood.

a～c:広 葉 樹d～f:ス ギ

C : Ceratiomyxales E  : Echinosteliales L : Liceales T : Trichiales P : Physarales 
S : Stemonitales 
a c : broadleaved tree d f : sugi (C. japonica) 
C : Ceratiomyxales E : Echinosteliales L : Liceales T : Trichiales P : Physarales 
S : Stemonitales

a:種 数

a : number of species
d:種 数

d  : number of species

b:コ ロ ニ ー 数

b : number of colonies
e:コ ロ ニ ー 数

e : number of colonies

c:コ ロ ニ ー 面 積(c㎡)

c : colony area  (cm)
f:コ ロ ニ ー 面 積(c㎡)

f : colony area  (cni)



3.3.腐 朽度に対する選択性

(1993)は,標 本数が全標本数の0.5%以 下の種を 「まれ」,0.5%～1.5%を

「ときにみられる」,1.5%～3%を 「普通」,3%を 越えるものを 「多い」 とした.そ こで,

全コロニー数(321個)の 約3%に あたる10個 を越 えるコロニー数が確認 された11種 にっ

いて,木 材の腐朽度に対する選択性 を検討 した.

腐朽の進行にともなって,木 材の組織は崩壊 して,力 学的強度が低下する.そ のため,

土壌硬度計を用いて腐朽の程度 を測定 した場合,土 壌硬度計の可動部の移動距離(貫 入深)

は,腐 朽が進行 した材ほど小 さくなる.使 用 した山中式土壌硬度計では,貫 入深の最大値

が40Ⅲ である.土 壌硬度計の貫入深(㎜)を 圧力(kg/c㎡)に 換算す ると,36Ⅲ=280㎏

/c㎡,33Ⅲ==85kg/c㎡,30㎜=38kg/c㎡,24㎜=12kg/c㎡,18㎜=4.7kg/c㎡,12㎜=

1.9kg/c㎡,6㎜=0.6kg/c㎡,3㎜=0.3kg/c㎡ となる.貫 入深が30㎜ 以上 となる材では腐

朽があまり進んでお らず,材 を指で押 してもほとん ど変形 しない.ま た,6㎜ 未満の貫入

深の材は極度 に腐朽 してお り,木 材 を指で押す と容易に変形 した.

図5は,腐 朽度 とコロニー面積の関係 を示す.こ の図では,横 軸が貫入深(Ⅲ)を 示 し,

スポ ットサイズはそれぞれの貫入深で確認 されたコロ二一総面積(c㎡)を 示 している.ま

た,表4は,そ れぞれの種で母集団の平均貫入深(㎜)を 推定 し,2種 問の平均貫入深の

差にみ られ る有意差を検定(1%有 意水準)し た結果を示 したものである.

(ア ミホコリ)で は,貫 入深6㎜ ～18㎜ の腐朽がかな り進んだ基物

を選択する傾 向が推測 され る.ま た,Arcyriacinereα(シ ロウツボホコリ)は,貫 入深

が3㎜ ～301Ⅲの広い範囲で確認 されたが,貫 入深18㎜ 以下の腐朽が進行 した基物を選択

す る傾向が見られる.ま た,こ れ らの2種 は,平 均貫入深の差に有意差が認められないこ

とか ら,と もに腐朽が進行 した木材で重複 した二 ッチを占めている可能性がある.

(ウツボホコリ)は,広 い範囲の貫入深 で確認 されたが,12㎜ ～24

㎜貫入深の適度に腐朽 した基物に発生す る傾 向がみ られた.HemitiriChiaclavαtαv.

cα{ycぬ施(ホ ソエノヌカホコリ)も 貫入深が3㎜ ～33㎜ の広い範囲で発生が確認 された

が,貫 入深が12Ⅲ ～24Ⅲ の腐朽が適度に進んだ基物に選択性を持つことが伺える.こ れ ら

2種 は,平 均貫入深の差に有意差が認 められない.こ れ らは適度に腐朽 した材で,共 通 し

たニ ッチを持 っているのかもしれない.

(イ リマメムラサキホコリ)は,貫 入深が18Ⅲ ～30㎜ の適からあま

り腐朽の進んでいない木材で確認 された.

(エダナシツノホコリ)は,貫 入深6Ⅲ ～30㎜

の範囲で確認 され,ほ とん ど腐朽が進んでいない基物や腐朽がひ どく進んだ基物には発生

しなかった.

(ツノホコリ)は,貫 入深が24㎜ ～33㎜ のあま り腐朽が進ん

でいない基物に選択性を示すことが伺えた.

(マメホコリ)も 広い範囲で確認 されたが,腐 朽度に対する選択

性は伺えなかった.

(トゲケホコ リ)で は,貫 入深が24Ⅲ ～33Ⅲ のあまり

腐朽が進んでいない基物に選択性 を持つ一方で,貫 入深が6Ⅲ ～12Ⅲ の腐朽が進んだ基

物に選択性を示す2極 性が伺えた.

Stephenson

Cribraria tenella

Arcyria denudata

 Stemonitis pallida

Ceratiomyxa fruticulosa v. descendens

Ceratiomyxa fruticulosa

Lycogala epidendrum

Trichia favoginia v. persimilis



九州大学農学部福岡演習林の変形菌(1)

The axis of abscissa shows depth  (mm). 
The spotsize shows colony area.

横軸 は 、貫 入深(㎜)を 示 す 。

ス ポ ッ トサ イ ズ は 、 コ ロニー 面 積 を示 す 。

Fig. 5 Relationship between the degree of the decaying state and the colony area.

図5腐 朽度 とコロニー面積の関係



表4平 均貫入深の差の検定

Table 4 Official approval of the difference of the average value of the  depth.

Cribraria tenella 

Arcyria cinerea

Arcyria denudata 

Hemitirichia clavata v. calyculata 

Stemonitis pallida 

Physarum viride 

Physarum nutans 

Ceratiomyxa fruticulosa 

Ceratiomyxa f. v. descendens 

Lycogala epidendrum 

Trichia favoginia v. persimilis

○:有 意差あり(1%水 準)

0 : Significant difference (significant level 1 %)



(アオモジホコリ)で は,貫 入深30㎜ 以上の腐朽がほとんど進んで

いない基物 を選択する傾 向が見いだ された.同 様に,Physαrumnutαns(シ ロモジホ コ

リ)も,貫 入深が30㎜ ～36㎜ の腐朽がほとん ど進んでいない基物に高い選択性を持っ こ

とが伺える.こ れ らは,平 均貫入深の差に有意差が認められなかったことから,と もに腐

朽が進んでいない木材で重複するニ ッチを占めているものと考えられ る.

以上のことか ら,木 材の腐朽度に依存する変形菌の遷移があることが示 された.変 形菌

は,変 形体の時代に細菌類や菌類を捕食 して成長する.ま た,腐 朽木に発生す る菌類など

は,腐 朽の度合いに応 じて変遷 していくとされ る.し たがって,上 記の11種 にみ られた腐

朽度に対する選択性は,捕 食する細菌類や菌類に対する嗜好性を反映した可能性が推測 さ

れる.も しくは,こ れ らの選択性は,木 材の腐朽度にともな う微細構造の変化による微環

境に対する嗜好 を反映 しているのかもしれない.腐 朽度に依存 した遷移の要因を追求する

ことが,今 後の課題 となろ う.

Physarum  viride
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Summary

 Survey on the ecology of Lignicoulous Myxomycetes, occuring on a decaying wood 

of broadleaved tree and  "sugi" (Cryhptomeria japonica) , was carried out in the 

evergreen broadleaved forest of the Kyushu University Forests form July to 

November in 2004.47 taxa belonging to 17 genera were found in 147 colonies. 

 Investigation about the kind of wood shows Cribraria tenella prefered to "sugi" 

About seasonal occurence, Stemonitales had a high rate in summer, otherwise, 

Trichiales in autumn. On the degree of decaying state, C. tenella and Arcyria cinerea 

prefered to the strongly decayed wood. On the other hand, Physarum viride and P. 

nutans prefered to the slightly decayed wood. Thus, it is suggested that the tendency 

of appearance of Lignicolous Myxomycetes depends on the kind of wood, the seasons 

and the degree of decaying state of wood. 

Key words : Lignicoulous Myxomycetes ; the evergreen broadleaved forest ; the kind 

of wood ; phenology ; the degree of decaying state.



図 版1

a調 査 地1(15林 班)b調 査 地2(15林 班)

a Station 1 (compartment 15)b Station 2 (compartment 15)

c調 査地3(14林 班)d林 班界標識

c Station 3 (compartment 14)d Sigh of the compartment border

ePhysarum属 の 変形体(2004.7.21)f腐 朽 木 に発生 した子実体

e Plasmodium of Physarum sp. (2004.7.21) f Fructifications on the decaying wood



図 版2

aツ ノ ホコ リbク ビナ ガホ コ リ

a Ceratiomvxa fruticulosab Clastoderma debaryanumn

cダ イ ダイア ミホ コ リdク モ ノスホ コ リ

c Cribraria aurantiacad C. cancellata

eサ ラ クモ ノスホ コ リfサ ラナシア ミホコ リ

e C. cancellata v. fuscaf C. intricata v.  diuctydioides



図 版3

aア シナ ガア ミホ コ リbア ミホ コ リ

a Cribraria microcarpab C. tenella

cマ メ ホ コ リdモ ザ イクマ メホ コ リ

c Lycogala epidendrumd L. epidendrum v. tessellatum

eク ロエ ウツボホ コ リfシ ロ ウツボホ コ リ

e Arcyria affinisf A. cinerea
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aウ ツ ボホ コ リbキ ウツボホ コ リ

a Arcyria denudatab A. obverata

cホ ソエ ノヌカホ コ リdヘ ビヌカホ コ リ

c Hemitrichia  clavata v. calyculata d H. serupla

eオ シ アイ ヒモ ホ コリfケ ホ コ リ

e Perichaena depressaf Trichia botrytis



図 版5

aト ゲ ケホ コ リbダ イダイ ホネ ホ コ リ

a Trichia  favo2inia v. nersimilis b Diderma aurantiacum

cシ ロ ススホ コ リdチ ョウチ ンホ コリ

c Fuligo candidad Physare obolonga

eキ カ ミモジホ コ リfシ ロジクモジホ コ リ

e Physarum flaviconumf P. globriferum
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aシ ロ ジクキモ ジホ コ リbシ ロモジホ コ リ

a Phsarum melleumb P. nutans

cニ タ リシロモ ジホ コ リdア オモ ジホ コリ

c P. subnutansd P.  viride

eツ ヤ エ リホ コ リfル リホ コ リ

e Lamproderma arcyrionemaf L. columbinum



図 版7

aサ ビ ムラサキbイ リマ メム ラサ キホ コ リ

a Stemonitis axiferab S. pallida

cオ オ ム ラサ キホコ リdバ ージニ アムラサ キホコ リ

c S. splendensd S.  virginiensis

eダ テ コムラサキホ コ リfハ ダカ コム ラサ キホ コ リ

e Stemonitopsis typhinaf S. typhina v. similis


